
んでｎｎあｎふく。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより ８月号 

2026年７月３１日 おひさま岡町保育園  

 

７月の感染状況 

・ヘルパンギーナ 2名 ・コロナウイルス感染症 1名 ・流行性耳下腺炎 1名 

・手足口病       14名 ・突発性発疹 １名 

 ・突発性発疹 １名 
本格的な夏がやってきました。今年は 10年に一度の暑さと言われていますが、こどもたち

は、この暑さの中でも遊ぶことに夢中です。水分をしっかりとり熱中症に気を付けましょう。

また夏休みに遠出される方も多いと思います。体調やけがに気を付けながら、楽しい夏の思い

出をつくりましょう 

暑さに負けない体つくり！！夏バテを予防しましょう。 

暑い日が続くと、食欲が落ちたり、疲れやすくなったりと『夏バテ』を起こしやすくなります。

元気に夏を過ごすために、生活リズムを整え、体調管理を心がけましょう。 

 

・朝ごはんをしっかり食べよう。 

 寝ている間に失われたエネルギーを補給しょう。 

寝ている間に失われる水分量は、ペットボトル１/２本分。 

また、入浴時に失われる水分量は、ペットボトル 1本分。 

外で 1時間あそぶと失われる水分量は、ペットボトル 3本分になると言われています。 

・喉が渇く前に水分をとりましょう。 

喉の渇きを感じ始めた時は、すでに体の水分が不足し始めています。水分を摂って体に吸収

されるまで少し時間がかかってしまいます。こまめな水分補給を心掛けましょう。 

・冷たい飲み物や食べ物の取りすぎに注意しましょう。 

 暑い時期、冷たいものが欲しくなります。冷たいものを取りすぎると胃腸が冷え食欲が低下

し、体力の低下にもつながります。水分補給も常温のお茶や水を中心にしましょう。 

 ・十分な睡眠をとりましょう 

  睡眠中は体や脳の疲れを回復させています。睡眠不足が続くと疲れがたまりやすくなるの

で、入浴はシャワーだけではなく、ぬるま湯にゆったり浸かることで心と体がリラックスし、

質のいい睡眠に繋がります。 

  

 

 

８月の予定 

 

  
 

虫刺されからとびひを防ごう 

虫にさされた所や傷を爪で掻きむしってしまうと、傷口から常在菌の黄色ブドウ球

菌が患部に入り込み、とびひになってしまいます。とびひになると完治するまでプー

ルに入れません。 

蚊に刺されたら 

子どもが蚊に刺されると、大人より反応が遅く、1～2日後に症状が出ることもあり

ます。時間が経つにつれ、赤く腫れたり、水疱ができたりし、腫れる場合も大人よりも

大きく腫れあがります。これは、虫刺されの経験が少ないために起こる激しい炎症反

応です。 

 予防のポイント 

・虫よけや長袖などで虫刺されを防ぎましょう。 

・爪は短く切り、清潔に保ちましょう。 

・虫に刺されたら流水で洗い、早めに冷やし、薬を塗りましょう。 

※こんな時は早目の受診をお願いします。 

 ・ジュクジュクしている。 

 ・水ぶくれができた。 

傷口ジュクジュクしている場合、又はとびひと診断された場合はガーゼで覆う

などして登園をお願いします。 

 

発育測定（全クラス）  3日（月）～7日（金） 

 

とびひの診断された場合は 

登園届が必要となります 

  

すいかは９０％が水分。 

ミネラル ビタミンが豊

富。カリウムも含まれて、 

います。 

夏のおすすめおやつ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆7月のほけんだよりの質問☆２名の回答がありました。ありがとうございます。 

 

 手放したい癖はありますか？？ 
 

☆８月のほけんだよりの質問☆ 

 
あなたにとっての「安全なゴミ箱」（なんでも 

はなせる人・場所）はどんな感じですか？ 

 

 

 6 月のプライベートゾーンのお話の続き…絵本「だいじだいじどーこ

だ？」で、プライベートゾーンの復習。自分のからだとこころが大事って

いうけど、大事にするってどんなことだろうね？こどもたちからは先週

のお話「いいタッチわるいタッチ」で書かれていたことが次々に出てき

ました。よく覚えててくれてました。「からだが元気になるように給食た

べよ～」日常の中に溢れているからだが元気になること、気持ちいいこ

とは大事にすることをいっぱい経験して欲しいと思っています。 

・「ちゃんとしないと」と思いすぎること 

 

うんうん。こう思っている方、結構多いと思います。自分にも「ちゃんと」子どもにも「ち

ゃんと」…「ちゃんと」の語源を調べてみると「ちゃっちゃと」「丁度」だそうです。意味を

調べると「正しい、丁寧さ、誠実さ、確実さ、過不足なく、規則正しく、または乱れのない

様子」…「ちゃんと」自身のレベルが高すぎ！！と思っちゃいました。ちなみに「正しい、

丁寧さ、誠実さ、確実さ…以下略」を全ての意味を網羅している外国語はないそうです。正

しい＝correct など一つ一つを表す語句になります。「察する」文化の日本ならではの言葉な

のかもしれません。「NO ちゃんと」の私には難しい・・・。 

「ちゃんとしないと」…その「ちゃんと」は誰の声で聞こえますか？もしかしたら、誰かの

「ちゃんと」を大事に抱えているのかもしれませんね。 

・子どもから「やっていい？」と聞かれた時、「危ないからダメと言い過ぎて、親の顔色を

伺う子にしてしまった…？」と気にしていたのですが、逆に信頼してもらえている可能性

があるのかと驚きました！ 

 

ありがとうございます。うんうん。自分の言葉が子どもに与える影響…気になりますよね。私も

子どもに「自分で自信を持って決めて欲しい」という願いから「トイレ行っていい？」の質問に

「ママがあかんって言ったらいかへんの？どうしたい？」なんて返事をしてました。信頼されて

るからこそ「私の決めたことを応援してね！」の参照視‼子どもはあなたを「わたしの味方」と

認識している証拠です。ドンと胸をはり「いいよ」を伝えてください。 

・外出する時、何度もコンロの元栓確認。玄関の鍵かかってるか確認。 

 

うんうん。大丈夫かな⁈って心配になりますよね。火の元、戸締りをすることが習慣化されて、

無意識に出来るくらいに当たり前になっているからこそ「ん？鍵したっけ？」ってなります。念

のための確認をしてもらえるって、周りの人にとっては「助かる～」なんですけどね。私もよく

確認しに戻ることがあるので、「火ぃ消して～、窓閉めた～、あとは…」と口に出しながらしてい

ます。複数の感覚を同時に使った方が記憶に残るらしいです。私はそれでも抜けてますが…。 

・いつも楽しく読ませてもらってます。子供の様子も知りたいですが、こうして大人にもコ

メントしていただいて感謝です。 

 

ありがとうございます。「ほけんだより」で対話（コミュニケーション）型って初の試みなので、

そう言ってもらえると嬉しいです。私自身、包括的性教育を学んでいく中で「安心」「安全」の中

でしか「自分らしく」は出てこない！と感じています。それは子どもだけでなく、大人も！です。

子どもたちには、おうちの方がいる。しかし、おうちの方が自分の思いを安心して話せる（放せ

る）場があるんだろうか？？助産師として新生児訪問に伺った先でもお母さん方は日々のモヤっ

とした気持ちをスルーしていたり、溜め込んでいたり…。私は常に「安全なゴミ箱」でありたい

と思っています。どんどん話して（放して）、自分の気持ちを整理するのに使ってください。（コ

メントの後にお子様のクラスと氏名を書かれた方は、おたよりには記載せず、個別に返答します

ので、ご安心を） 

あじさい組 

 

 

感想や質問などあれば、お書き下さい。 

 


